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＜症例＞38歳女性。27歳時、第2西出産後に気管
支喘息発症。29歳時当院受診。PSL5～15mg／dayを
要していた。　H4年1月（37才時）機能性出血にて
当院婦人科よりDanazol　400mg／日投与され、喘
息症状改善しPSL減量可能となる。　Danazol投与
中止後より再び喘息症状悪化したため、Danazol
再投与し喘息症状の著明な改善がみられた。
〈考案〉本薬剤の薬理作用のうち，抗喘息作用
としてプロゲステロン様作用、抗エス和ゲン作用によ
る気道狭窄抑制、子宮内膜組織増殖抑制による
PGF2α増加抑制などが考えられるが、異論もあ
る。・一方、本薬剤は、ITPや自己免疫性溶血性貧
血に有効であったという報告があり免疫抑制作
用が考えられる。今回ヒトリンパ球を用いた検討で
ス和イドリセプダーへの結合能、Con－A刺激による幼若
化の抑制能を認めた。
　　7　　AIDS発症までのHIV持続感染状態
　　　　　決定因子としてのCD4”T細胞
（微生物学）　　　　　　　　ルナール純子、水野　文雄
（東大・医・免疫）　　　　　多田　富雄
HIVは免疫システムの要とも言えるCD4←T細胞
に感染し、それを破壊する特性を持つ。従って、
AIDSはCD4’　T細胞の選択的減少に基ずく重篤な
免疫不全症と定義できる。確かに、HIVの感染
はAIDS発症の第一因であるが、平均10年と
言われるこの長い無症候期の持続には生体側因
子の関与が強く示唆される。そのため、生理的
条件類似の試験管内実験系でHIV感染細胞の動
態を追求したところ、人補体副経路の賦活化に
依ってHIV特有の細胞致死作用が減少し、そのト
結果としてHIVの感染を受けたCD4’T細胞の一
部がCD4細胞として生残する成績を得た。更に、
このCD4　T細胞が、　AIDS発症前のHIV感染始
末血中に際だって増加しているのに対し、AIDS
発症に伴ってその細胞が減少している事実から、
HIV感染後の病態把i握の一中心にCD4－T細胞を
置く重要性を報告した。
6．　ぶどう膜網膜炎自然発症マウスの対応抗原
におけるT細胞抗原決定領域の同定およびエフェ
クターTリンパ球の解析
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我々が作製したラット胎児胸腺移植ヌードマウス
は、光受容体問結合蛋白（IRBP）を惹起抗原
とするぶどう膜網膜炎を自然発症する。今回我々
は、IRBP内の抗原決定領域の同定およびエフ
ェクターTリンパ球の解析を試みた。アミノ酸配
列1169－llgl位を中心に7種類のペプチを合成し、
これらのペプチドに対するTGヌードマウスのリ
ンパ球増殖反応を行ったところ、数種のペプチド
に強い増殖反応が認められた。また、P1182－l194
の置換ペプチドを用いた実験より1182位のWおよ
び1194位のPは同マウスのアグレトープであるこ
とが明らかになった。一方、同マウスより、IR
BPおよびP1182－l194特異的Tリンパ旧株を樹立
し、Vβ遺伝子の発現を検討したところ、　IRB
P特異的Tリンパ球株はVβ6およびVβ8を、
Pl182－1194特異的Tリンパ球株はVβ6を発現し
ていた。
皿　　B細胞による抗原提供作用の解析
（東邦大学医学部免疫学教室）　　　　垣内画品
　ヘルパーT細胞が抗原を認識するには、抗原提
供細胞によって抗原が提供されることが必要であ
る。T細胞依存性抗体産生反応などではB細胞が
抗原提供細胞と考えられる。B細胞抗原提供機能
について、我々の解析結果を中心にお話する。
　抗原提供機能には、抗原を取り込んで分解しM
HCクラスH分子とともに提示することと、セカン
ドシグナルを提供することとがある。B細胞は他
の細胞と異なりレセプターを介して抗原を取り込
むことが出来る。こうして取り込まれた抗原と非
特異的に取り込まれた抗原では、分解されMHCク
ラスII分子と複合体を形成し、細胞表面へ発現さ
れる細胞内経路が異なることが強く示唆された。
　また、休止期B細胞はセカンドシグナルを提供
する機能が弱い。しかし抗原を提供した相手のT
細胞から刺激を受けるとその機能は高められるこ
とがわかり、動的に捉えることが必要である。
　抗原提供細胞のレベルで免疫反応を制御したり、
合成ワクチンを開発するためには、抗原提供の経
路を明らかにし、そのメカニズムを明らかにする
ことが必要であろう。
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